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研究・実践の中間報告

令和４年２月１８日（金）

北広島町立芸北中学校区研究推進地域

令和３年度
探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業

【報告の流れ】

Ⅰ　研究について
　
Ⅱ　今年度の取組

Ⅲ　成果と今後に向けて
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Ⅰ　研究について

１　主題設定の理由（昨年度までの実践の課題）

　①　単元のゴール設定が教師主導
　　　　　→ 児童・生徒の課題意識や必要感を引き出しきれて
　　　　　　　いない

　②　H２９作成「身に付けさせたい資質・能力の系統表」
　　　　　→ 現在の児童・生徒実態に合っているのか！？

　③　指導者の主観に頼る評価
　　　　　→客観的に評価することができる指標が必要

 
児童・生徒自らが探究する生活科・総合的な学習の時間の創造

　　～身に付けさせたい資質・能力の系統表の作成と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルーブリックによる評価を通して～

Ⅰ　研究について

２　研究主題

３　研究内容
　①　児童・生徒に身に付けさせたい資質・能力の再検討
　　　　（系統表の作成）
  ②　評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）
　③　児童・生徒が自ら探究したくなるような生活科・
　　　 総合的な学習の時間の単元開発・授業改善
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①　児童・生徒に身に付けさせたい資質・能力の再検討

Ⅱ　今年度の取組

芸北小・中学校が児童・生徒に
身に付けさせたい資質・能力

学習指導要領が示す
育成すべき資質・能力の３つの柱

自己回復力

協働する力

課題解決力

安全・安心をつくる力

知識及び技能

多面的・多角的な見方・考え方 思考力・判断力・表現力等

意志力 学びに向かう力・人間性等

●資質・能力の整理

●系統表と全体計画の修正

Ⅱ　今年度の取組

②　評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）

小・中合同研修（西部教育事務所芸北支所教育コンサルティング）

振り返りを書かせることの大切さ
　　　　⇒書く力をつける
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「思考・判断・表現（多面的・多角的な見方・考え方）」を評価するルーブリック（Ｒ３年度　第３案）　
北広島町立芸北中学校

　 レベル１ レベル２ レベル３

能
力
記
述
文

〇活動を通し，内容
（＝活動したこと）の振
り返りができている。
（例：～ができた。でき
なかった。）
〇自らの意見を中心
に考えようとしている。

〇活動を通し，様々な視点
で目指す理想の姿と現在の
自分との比較をしたり，他者
との比較をすることで，自己
の成長や課題に気づくこと
ができている。
〇他のメンバーとコミュニ
ケーションをとりながらアイ
デアを出し，前向きに物事を
捉え，進めようとしている。

〇活動を通し，様々な視点で目指
す理想の姿と現在の自分との比
較をしたり，他者との比較をするこ
とで，自己の成長や課題に気づき，
視点を柔軟に転換することで，こ
れからの生活に役立てようとする
ことができている。
〇他のメンバーとコミュニケーショ
ンをとりながらアイデアを出し，具
体的な案を提案し行動しようとし
ている。

芸北中学校
ルーブリック（第２案）

Ⅱ　今年度の取組 ②　評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）

中３総合「芸北マルシェ」

芸北小学校

Ⅱ　今年度の取組 ②　評価の在り方の研究（ルーブリックの作成）

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」
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妨げ

③　児童・生徒が自ら探究したくなるような生活科・
　　　　　　　　　　　総合的な学習の時間の単元開発・授業改善

Ⅱ　今年度の取組

芸北小中学校「学びのスタイル」

　　

めざす自分

くり返し

チャレンジ

自己評価と

改善策

Ⅱ　今年度の取組

③　児童・生徒が自ら探究したくなるような生活科・
　　　　　　　　　　　総合的な学習の時間の単元開発・授業改善

えがく
めざす自分

さまたげ

作戦
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Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

《活動の概要》　芸北のために自分たちにできることを考えて実行する。

１節　芸北で暮らす人々の思いや願い
        を知ろう。

２節　芸北をより良くするためのプロ
        ジェクトを考え，提案しよう。

３節　プロジェクトを実行して，より良い
        芸北の未来につなげよう。

Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

地域の方にアンケート調査 アンケート用紙の

QRコードを読み取り，

グーグルフォーム

からも回答可

１節　芸北で暮らす人々の思いや願いを知ろう。

３４１名からの回答

（芸北在住２１３名）

整理・分析
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Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

地域で活躍されている方々の話

着物を「もんぺ」にリメイク

様々な考えの人が
いるので，すり合
わせるのが難しい
です。目的を確か
めることや，自分
の気持ちを伝えた
り，相手の話を聞
いたりすることを大
切にしています。

芸北の食材で「イタリアン精進料理」

「便利」も豊かさだけど，
芸北での生活の中に
ある「おいしい」「楽し
い」等も豊かさだと思
います。

アドバイスを参考に工夫・改善

Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

ゲストティーチャーに相談

考えたことはクロームブックでまとめる。

２節　芸北をより良くするためにプロジェクトを考え，提案しよう。

プロジェクト名　「芸北未来プロジェクト」

空き教室をコワーキングスペースにする。
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Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

リハーサル

他チームの良い点や
改善点を意見交流

ゲストティーチャーさんからもアドバイス

Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

本番 芸北の良い所を知ってもらおう
～人口を増やして芸北を盛り上げたい～

芸北をもっと元気に！
～芸北の魅力を届けよう～

芸北の自然を大切に
～みんなで楽しいゴミ拾い～
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Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

ゴミ退治

参加賞も
プレゼント

ゴミを一番
多く拾った

チームを表彰

３節　プロジェクトを実行して，より良い芸北の未来につなげよう。

Ⅱ　今年度の取組

小６総合「芸北での学びを生かして　～Youは何する芸北で？～」

プロジェクトの結果を地域全戸に配布 【児童の振り返り】

○「どうすれば（プロジェクトを）楽しく出来る
のか」「（提案を）分かりやすくできるのか」な
ど，友達と意見を出し合ったり，分担して計
画したりすることができた。また，同じチーム
の人の意見もだんだん取り入れられるように
なった。（協働する力）

○「なぜうまくいかないのか」と問題点を考え
て，次は「どうやったらうまくいくか」を考えて
実行することができた。（課題解決力）

○この力は，プロジェクトを一つにしぼる時
に使ってたくさん成長できたと思う。買う人に
なったりやる人になったりしてたくさん考えた
り質問したりすることができた。（多面的・多
角的な見方・考え方）
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《活動の概要》　芸北の資源を使ってものづくり
　　　１．芸北の良さ，課題について考える。
　　　　　　（芸北地域の将来の人口など）
　　　２．芸北の資源について学ぶ（外部講師の方を招聘）
　　　３．商品開発　等
　　　４．モニタリング
　　　５．商品販売（道の駅）
　　　６．振り返り

えがく

やってみる

ふりかえる

Ⅱ　今年度の取組

中３総合「芸北マルシェ」

１．芸北の良さ，課題について考える。（芸北地域の将来の人口など）

Ｑなぜ，芸北マルシェをするのか。
《良いところ》

自然豊か

《課題》
若者が少ない

芸北の良いところと課題

Ⅱ　今年度の取組

中３総合「芸北マルシェ」
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２．芸北の資源について学ぶ

外部講師として地元の方に来校していただく

芸北の資源についての講義

新たな視点・新たな選択肢
　〇自分たちで材料を集め商品を作る。
　〇既存の材料を取り寄せ，商品を作る。
　〇加工・販売されているものを，さらに価値づけて
　　販売する。

Ⅱ　今年度の取組

中３総合「芸北マルシェ」

３．商品開発　等

４．モニタリング

ハーバリウムを作りたい。
オイルにカビが生えてしま
うのはどうすれば予防でき

るかな。

地元の診療所で
のモニタリング

Ⅱ　今年度の取組

中３総合「芸北マルシェ」
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５．商品販売（道の駅）

６．振り返り
（生徒のワークシートより）
〇私の目指す自分の姿は課題解決力でした。始めたときに売れなかったときは焦ったが，値段設　　
定を工夫したらお客さんが来るのではと思いつき，実行することができた。
〇販売の日，お客さんが一度にたくさん来たときの対応の仕方を考えてなかったので，同じ会社の
メンバーと，色々な状況を話し合っておけばよかった。

Ⅱ　今年度の取組

中３総合「芸北マルシェ」

Ⅲ　成果と今後に向けて

１　成果
　〇　「身に付けさせたい６つの資質・能力」を「３つの柱」に整理
　　　　　→目標設定や評価が行いやすくなった
　　　　　→資質・能力の系統表と「総合」の全体計画も修正

　〇　ルーブリックによる評価について研修
　　　　　→ルーブリック（試案）を作成

　〇　単元開発または既存単元のブラッシュアップ
　　　　　→探究的な学習の在り方についての理解を深めた
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Ⅲ　成果と今後に向けて

　２　今後に向けて
　
　〇　「身に付けさせたい資質・能力」と「資質・能力の系統表」の
　　　修正を継続

　○　ルーブリックの作成→ルーブリックによる評価→修正
　　　　　
　〇　児童・生徒が自ら探究する学びとなるような指導の
　　　 在り方を研究
　　　　　→新規単元・既存単元のブラッシュアップ

　
　

ご清聴ありがとうございました


